
富山県の伴侶動物における
重症熱性血小板減少症候群(SFTS)

ウイルス感染状況調査

※富山県外の動物病院は調査対象外です。

富山県外の動物病院でSFTS疑いの伴侶動物を診療された場合は、地元の衛生研究所

や獣医科大学、国立感染症研究所、民間検査会社等にご相談ください。

富山県衛生研究所ウイルス部 1

富山県内の動物病院の先生方へ※

【調査方法_詳細版】
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SFTSウイルス感染状況調査概要 1

調査対象：SFTSを疑う症状を呈したイヌまたはネコ
✓SFTSウイルス陽性と判明したイヌ・ネコに同居動物がいる場合は、

症状の有無に拘らず調査対象に含めます。
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※SFTSを疑う症状については、5ページをご参照ください。基本的に、入院を要するほど
重症の症例を対象としてください。

採材検体：全血 500μL程度 または 血漿ないしは血清 250μL程度、
尿、口腔スワブ、直腸スワブ等

✓ご提出いただく検体は採取できた体液でかまいませんが、基本は
EDTA含有全血を、可能であれば尿もお願いいたします。
※検体採取に関わる注意事項については、11～13ページをご参照ください。

調査内容：伴侶動物のSFTSウイルス遺伝子および抗体検出

※SFTSウイルス陽性の場合には、ウイルス分離や陰性化確認等の追加検査も実施します。



SFTSウイルス感染状況調査概要 2
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検体送付方法：ヤマト運輸のチルド宅急便（着払い）

✓平日の午前中を指定して送付してください。

✓送付する検体の検体の種類・到着予定日を連絡してください。

連絡・問い合わせ先：富山県衛生研究所ウイルス部

佐賀 由美子（主任研究員）、谷 英樹（ウイルス部長）

✓Tel:0766-56-8143（ウイルス部直通） Fax：0766-56-7326

✓Mail：yumiko.saga@pref.toyama.lg.jp

検体送付先：〒939-0363 射水市中太閤山17-1 富山県衛生研究所

検体採取・送付セット：セット希望票を提出された方に発送※

※セット希望票の提出については7ページを、セットの内容は8ページを参照してください。

セットをお持ちでない方は、1５ページを参照して検体を梱包してください。



【参考】SFTSを疑う症状、臨床検査所見
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ネコ・イヌのいずれについても, 主な徴候および検査所見として元気・食欲消失, 発熱, 
白血球数減少, 血小板数減少 が認められている。それらに加えて, ネコでは嘔吐および
黄疸, 総ビリルビンと血清アミロイドAの上昇が, イヌではCRPの上昇が高率に認められ
ている。 （石嶋慧多 他．IASR Vol. 44 p31-32: 2023年2月号）

国立感染症研究所獣医科学部HP
「獣医療関係者の SFTS 発症動物対策

について（2025年バージョン 2）」

臨床症状 ネコ イヌ

元気・食欲低下 100％ 100％

発熱（≧39℃） 78.2％ 100％

嘔吐 56.9％ 25％

下痢 10.3％ 25％

黄疸 95％ 50％

死亡 59.7％ 44％

白血球数減少 78.1％ 100％

血小板数減少 98.0％ 100％

ALT/GPT 高値 43.1％ 63％

AST/GOT 高値 91.0％ 66％

CK/CPK 高値 100％ 100％

T-bil 高値 96.9％ 50％

CRP 高値 N.A. 100％

SFTS 発症動物の臨床症状

猫は感染すると発症率が高く重症化
することが多いが、犬は感染しても
軽症あるいは不顕性感染することが
多いと考えられる。そのため、犬の
場合は、様々な病態を呈していると
考えている。基準に当てはまらない
場合でも、感染を疑う場合は、検査
することを推奨する。
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【参考】富山県で確認されたSFTSのイヌ2頭の
ウイルス検査所見
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ウイルス分離（＋）

2頭とも尿からの遺伝子検出量が最も多かったことから、SFTS疑い症例の検体として尿を
優先的にご提出いただきますよう、お願い申し上げます。

さらに、尿からは2か月以上遺伝子が検出され、3週間までは感染性ウイルスも確認された
ことから、体調不良の動物の尿の取り扱いに留意するよう、飼い主や動物病院スタッフの
皆様に注意喚起をお願いいたします。

有症期間：6日
✓ 発熱
✓ 元気消失
✓ 食欲廃絶
✓ 嘔吐
✓ 皮下出血
✓ 赤色尿

有症期間：1日
✓ 発熱
✓ 元気消失
✓ 食欲消失

（Saga, et ai., 2023, Viruses 一部改変）



SFTSウイルス感染状況調査の書類
いずれの書類も次のURLからダウンロード可能です。

富山県衛生研究所ウイルス部

【検体採取・送付セットにも同封されている書類】

調査概要（動物病院用）
調査方法_詳細版

（この文書）

説明書・同意書（飼い主用）調査票
検体採取・送付セット希望票

https://www.pref.toyama.jp/1279/kurashi/kenkou/kenkou/1279/
department/department2/sfts-tyousa_siryou-download.html

調査方法_簡易版

FaxまたはMailにて
ご提出ください。

（提出先：16ページ参照）
セット希望票の提出は

初回のみで大丈夫です。

7

体温チェック表
（飼い主用）

https://www.pref.toyama.jp/1279/kurashi/kenkou/kenkou/1279/department/department2/sfts-tyousa_siryou-download.html
https://www.pref.toyama.jp/1279/kurashi/kenkou/kenkou/1279/department/department2/sfts-tyousa_siryou-download.html


2

3

4

5

1

検体採取・送付セットの内容
1セットあたり、採取容器と書類は2症例分、発送用資材は1回送付分を入れています。
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①輸送用B5クッション封筒（オーバーパック）

②輸送用パウチ（2次容器、ペーパータオル入り）

③ヤマト運輸の輸送伝票

④書類一式
調査方法(簡易版)、別添1(調査概要)、
別添2(調査票)、 別添3(飼い主向けの説明書)

⑤輸送用ボックス（3次容器）
セットはA4茶封筒
に入ってお手元に
届きます。 別添3（説明書）の

説明者欄は予め記載
しておいてください。

保冷剤は凍らせておいてください。

以下のものが⑤輸送用ボックスに入っています。

6

×4
7 ×2 ⑥綿棒 ×4本

⑦保冷剤 ×2個

8 ×5 9 10

11

⑧血液用ラベル ×5枚（1枚は記入例）

⑨全血用チューブ ×2本（EDTA入り）

⑩血清用チューブ ×2本
⑪パラフィルム ×4枚

血液用

12

13 ×4
14

×5

⑫体液用ラベル ×5枚
（1枚は記入例）

⑬体液用チューブ ×4本
⑭パラフィルム ×4枚

体液用



調査方法1 飼い主の方への説明
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別添3：伴侶動物の飼い主の方用説明書

飼い主の方に説明書に基づいて説明し、同意書への記入をお願いしてください。

説明者欄は予め記載しておいてください。

SFTSは、発症したイヌやネコの体液と接触したヒトが感染した事例も報告されています。
飼い主の方に次の点について注意喚起を行ってください。

※説明書は、ホームページからワードファイルを
ダウンロードし（７ページ参照）、説明者欄を
入力してから印刷していただくことも可能です。

✓ 2週間程度は飼い主ご自身の体調に留意（毎日体温計測）し、発熱、消化器症状等の体調不良を呈し

た場合は速やかに医療機関を受診し、体調不良の動物との接触歴がある旨を申告してください。

✓ 体調不良を呈したイヌやネコの体液と接触しないように注意してください（手袋の着用、接触後の

手洗いの徹底、体液で汚染したと考えられる物品の消毒等）。症状消失後も体液に感染性ウイルス

を排出していることがあります（6ページ参照）ので、症状が消えた後も注意を続けてください。

別添４：同意書 ✓ 同意書の提出が後日となっても検査は

実施しますので、口頭での同意を得て

いる場合は「調査方法２」に進んで

ください。

〇〇動物病院 〇〇 〇〇

〇〇動物病院 〇〇 〇〇
TEL 07XX-XX-XXXX



調査方法2 調査票の記入

富山県衛生研究所ウイルス部
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調査票の各欄に必要事項を記載してください。

臨床検査値等は、記載欄記入に代え、検査結果用紙の

コピーの提出でもかまいません。

調査方法１で飼い主の方に感染予防等に関する注意喚起

を行った際に、既に体調不良を呈している同居家族が

いる等の情報を得た場合には記載してください。

別添２：調査票

調査票はエクセルファイルをホームページからダウン

ロードし（7ページ参照）、動物病院名・獣医師名等を

入力してから印刷していただくことも可能です。



調査方法３ 検体の採取（種類、量）
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検体の種類は、採取可能なものを選択していただいてかまいません。検体量が少ない場合やコンタミ

ネーションを否定できない場合もご提出ください。いただいた検体で実施可能な範囲で検査いたします。

可能であれば検体量は下記の目安よりも多くしていただけると有難いです（再試等に用いるため）。

他の症例とのコンタミネーションの可能性を排除するため、
血球検査等の他の検査に使用する前の検体をお願いいたします。

① 全血 500μL程度
(抗凝固剤はEDTA推奨）

② 尿 1mL以上

④ 血清または血漿 250μL程度

③ その他の体液のスワブ
（口腔スワブ、直腸スワブ等）

優先的に採取していただきたい検体

①②を十分量採取できなかった場合、または
①②を採取したがコンタミネーションの可能
性がある場合に採取していただきたい検体

採取済みの場合は提出していただきたい検体
（追加の採取は不要です。）

【参考】検査に必要な検体量

検査項目 必要な検体量

遺伝子検査
（核酸抽出用）

血清 or 血漿 or 体液
150μL※1, 2

全血 200μL※1, 2

抗体検査 血清 or 血漿 10μL

ウイルス分離 血清 or 血漿 or 体液 50μL

※1 検体量が少ない場合は、核酸抽出に用いる量を標準の半分
に減らして行うことが可能です。

※2 ヘパリンはPCR反応を阻害することがあるため、ヘパリン
含有血漿は遺伝子検査に使用出来ません（全血は、対応可能な
抽出キットがあるため、ヘパリン含有でもかまいません）。



調査方法3 検体の採取（血液検体）
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血清または血漿 250μL程度の分注（採取済みの検体がある場合にご提出ください。）

検体採取を行う際には、必ず個人防護具（手袋、マスク、ゴーグル等）を着用してください。

◆お手持ちの採血管やチューブに入れてご提出いただいてもかまいません。ただし、キャップが
外れやすい形状のものは、スクリューキャップのチューブに移し替えてください。

ラベルの記入：ラベルを記入し、チューブに貼付してください。

✓ 鉛筆で記入していただくと、エタノール消毒でにじまないため、有難いです。
✓ ラベルは縦向きに貼付していただくと、検体の容量が分かり易く、記入内容も

読み取り易いため、有難いです。

お手持ちの採血用具
を用いて採血

全血 500μL程度の採取 （優先的にご提出をお願いいたします。）

全血用チューブ（EDTA入）に全血を入れ、
すぐに転倒混和

血清用チューブに分注

◆血球検査に使用した残余検体等、他の症例とのコンタミネーションが否定できない検体を送付する場合
には、その旨をご連絡ください。また、他の体液検体も併せて採取してください。

血液検体用ラベル



調査方法3 検体の採取（体液検体）
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その他の体液（口腔スワブ、直腸スワブ等）の採取（全血や尿を十分量採取できなかった
場合や採取したもののコンタミネーションの可能性がある場合にご提出ください。）

検体採取を行う際には、必ず個人防護具（手袋、マスク、ゴーグル等）を着用してください。

◆お手持ちのチューブに入れてご提出いただいてもかまいません。ただし、キャップが外れやすい
形状のものは、スクリューキャップのチューブに移し替えてください。

ラベルの記入：ラベルを記入し、チューブに貼付してください。

✓ 鉛筆で記入していただくと、エタノール消毒でにじまないため、有難いです。
✓ ラベルは縦向きに貼付していただくと、検体の容量が分かり易く、記入内容も

読み取り易いため、有難いです。

お手持ちの
採尿用具を
用いて採取

尿 1mL以上の採取 （優先的にご提出をお願いいたします。）

体液用チューブに分注

体液検体用ラベル

少量の場合は全血用 or 血清用
チューブに分注してもOK

※ウイルス分離検査前には
雑菌を取り除きますので、
尿検査用の試験紙を漬けた
後の尿でも大丈夫です。

お手持ちの
滅菌生理食塩水を
1～2mL程度添加

綿棒の持ち手部分をブレークポイント
で折り取り、体液用チューブに入れる。綿棒で体液を

拭う。
ブレークポイント



調査方法4 検体の梱包・送付（セット使用）
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(6) 検体到着予定日と検体の種類を連絡し＊、
ヤマト運輸で(5)を発送（冷蔵・着払い）

(4) 輸送用封筒に調査票と(3)を
入れ、封をする

(1) チューブの蓋にパラフィルムを巻く＊

＊パラフィルムは伸ばすと粘着
テープのようになります。

(3) 輸送用ボックスに保冷剤と(2)を
入れる

＊お届け希望日・時間は平日の
午前中を指定してください。

(5) 輸送伝票の「お届け希望日・時間」
と「ご依頼主」を記入し、(4)に貼付

＊ご依頼主の電話番号は緊急
連絡先として携帯電話番号
をご記入ください。

＊飼い主も体調不良
を呈しているとの
情報がある場合は
その旨もお知らせ
ください。

(2) パウチに(1)を入れ、シール後、パウチを
たたむ

明日着、
全血と尿
1本ずつ

富山県衛生研究所ウイルス部 佐賀由美子、谷 英樹（ウイルス部長）

〒939-0363 富山県射水市中太閤山17-1

検体送付・
問い合わせ先

TEL：0766-56-8143 FAX：0766-56-7326 Mail：yumiko.saga@pref.toyama.lg.jp



調査方法4 検体の梱包・送付（セット以外）
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下記の基本3重包装の考え方を参照して検体を梱包し、3次容器（外装容器）に
カテゴリーBのマーク（下記右側）を貼ってください。

カテゴリーBの
生物学的物質

必ず検体送付前に担当者に連絡してから、ヤマト運輸のチルド宅急便で平日の午前中着を
指定して発送してください（連絡先・検体の送付先は16ページ参照）。

カテゴリーBマーク 封印用シール

3次容器
(外装容器)

2次容器
(防漏型)

1次容器を固定 内容物がこぼれても
完全に吸収できる量

吸収材
1次容器(防漏型)
＝検体を直接
入れるチューブ

緩衝材



研究に関するご質問等ありましたら、
下記までお問い合わせください。
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富山県衛生研究所ウイルス部

佐賀由美子（主任研究員）

谷 英樹（ウイルス部長）

〒939-0363 富山県射水市中太閤山17-1

TEL：0766－56－8143（ウイルス部直通）

FAX：0766－56－7326

Mail：yumiko.saga@pref.toyama.lg.jp
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